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原
子
力
委
員
会
は
、
二
月
二
五
日
の
定
例
会
議

で
、
来
日
中
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
マ
リ
ア
ー
ノ
・
グ

ロ
ッ
シ
ー
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
、
本
部

は
ウ
ィ
ー
ン
）
事
務
局
長
を
招
き
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
会
議
に
は
、
日
本
の
原
子
力
関
連
機
関

を
代
表
し
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
児
玉

敏
雄
理
事
長
、
量
子
科
学
技
術
開
発
研
究
機
構
の

平
野
俊
夫
理
事
長
、
原
産
協
会
の
高
橋
明
男
理
事

長
も
同
席
し
、各
々
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

冒
頭
、
竹
本
直
一
内
閣

府
科
学
技
術
政
策
担
当
大

臣
が
挨
拶
に
立
ち
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー

ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
な
ど
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
日
本
へ

の
広
範
な
支
援
に
対
し
感

謝
の
意
を
表
明
。
ま
た
、

今
回
、
グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務

局
長
来
日
の
機
に
設
け
ら

れ
た
意
見
交
換
の
場
を「
歓

迎
す
べ
き
こ
と
」
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
緊
密
な
協
力
の
も
と
、
原
子

力
の
平
和
的
利
用
促
進
や
核
不
拡
散
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

八
五
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
外
務
省
に
入
省
後
、

外
交
・
国
際
機
関
の
職
務
を
歴
任
し
て
き
た
事

務
局
長
は
、「
三
五
年
間
で
何
度
も
日
本
を
訪
れ

た
」
と
し
て
い
る
。
昨
年
一
二
月
の
事
務
局
長
就

任
後
、
初
の
来
日
に
際
し
、
昨
年
七
月
に
逝
去
し

た
前
任
の
天
野
之
弥
事
務
局
長
の
功
績
に
「
十
年

間
に
も
わ
た
り
リ
ー
ド
し
て
き
た
」
と
敬
意
を
表

明
。
日
本
の
原
子
力
に
関
し
て
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
な
ど
、「
独
自
の
問
題
も
抱

え
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、
発
電
以
外
で
も
医
学

利
用
を
始
め
と
す
る
幅
広
い
原
子
力
科
学
技
術
分

野
で
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
」
と
期

待
感
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
気
候
変
動
問
題
の
解

決
に
資
す
る
原
子
力
発
電
の
役
割
を
改
め
て
述

べ
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
他
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地

域
な
ど
、
原
子
力
導
入
を
進
め
て
い
る
国
、
一
方

で
原
子
力
か
ら
撤
退
し
始
め
て
い
る
国
も
あ
る
と

し
た
上
で
、「
ど
の
よ
う
な
国
も
除
外
せ
ず
共
に

歩
ん
で
い
く
」
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て
支
援
を
惜
し

ま
ぬ
考
え
を
強
調
。
こ
の
他
、
途
上
国
の
医
療
支

援
や
食
糧
・
水
資
源
確
保
な
ど
に
つ
な
が
る
放
射

線
・
放
射
性
同
位
元
素
利
用
開
発
の
重
要
性
を
述

べ
る
一
方
、
国
際
機
関
で
あ
る
が
故
の
予
算
面
の

制
約
に
も
触
れ
、「
民
間
か
ら
も
様
々
な
形
で
協

力
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
今
後
の
日
本
に
よ
る
さ

ら
な
る
支
援
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
佐
野
利
男
委
員

は
、
原
子
力
分
野
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
取
組
に
つ
い
て
質

問
。
事
務
局
長
は
、
近
く
キ
ュ
リ
ー

夫
人
の
功
績
に
因
ん
だ
新
た
な
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
、
女
性
研

究
者
の
経
済
的
支
援
を
図
る
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
中
西
友
子

委
員
が
放
射
線
利
用
を
啓
発
す
る
た

め
の
戦
略
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
事

務
局
長
は
、「
一
般
の
人
た
ち
も
含
め
、
よ
り
多

く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
応
え
た
。

　

さ
て
、今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
長
寿
企
業
（
そ
の
二
）
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
中
心
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
広
場
近
く

の
「
ド
ロ
テ
ウ
ム
」
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
と
中
欧
で

は
最
古
で
最
大
規
模
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
。

皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
時
の
一
七
〇
七
年
に
国
営
質

屋
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
こ
こ
で
年
六
百
回
以
上

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
て
い
る
。
取
り
扱
わ

れ
る
の
は
、
美
術
品
、
宝
飾
品
、
骨
董
品
、
家
具
、

切
手
や
記
念
コ
イ
ン
な
ど
四
〇
も
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
類
。
入
場
無
料
で
出
入
り
も
自
由
。
入
り
口

ホ
ー
ル
に
は
壁
や
柱
に
高
級
宝
石
等
が
展
示
。
絵

画
と
彫
刻
の
エ
リ
ア
で
あ
る
二
階
に
は
吹
き
抜
け

の
広
間
が
あ
り
、
三
階
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
専
用
の

部
屋
と
と
も
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
に
な
る
こ

と
も
多
い
。
三
階
で
は
宝
石
や
銀
食
器
、
陶
磁
器

な
ど
を
展
示
。
三
階
の
カ
フ
ェ
で
は
ウ
ィ
ー
ナ
ー

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
京
都
市
中
京
区
三
条
烏
丸
に
あ
る
「
千

總
（
ち
そ
う
）」
は
、
一
五
五
五
年
（
弘
治
元
年
）

に
法
衣
装
束
商
と
し
て
創
業
し
た
友
禅
染
老
舗
。

宮
大
工
で
あ
っ
た
遠
祖
が
春
日
大
社
に
威
儀
物
の

千
切
台
を
納
め
て
い
た
故
事
か
ら
商
標
は
千
切

台
、
家
紋
は
橘
、
屋
号
を
千
切
屋
と
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
東
本
願
寺
を
は
じ
め
、
門
跡
家
、
宮
家

へ
装
束
を
調
進
。
明
治
時
代
に
は
下
絵
を
日
本
画

家
に
依
頼
し
て
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
友
禅
染
の
新

時
代
を
築
く
。
国
内
外
の
博
覧
会
で
数
々
の
賞
を

受
賞
し
、
美
術
染
織
品
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な

る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
、
中
国
、
欧
州
、
東

南
ア
ジ
ア
、中
近
東
に
貿
易
を
拡
大
。
平
成
に
は
、

芸
術
家
や
海
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ

ラ
ボ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
、
伝
統
産
業
の

振
興
や
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
目
指
す
。
両
市

の
美
術
系
老
舗
は
、
美
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
駐
在
時
に
そ
う
と
は

知
ら
ず
た
ま
た
ま
ド
ロ
テ
ウ
ム
に
入
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
美
術
品
は
元
々
好
き
で
あ
り
、
骨
董
品
等

も
含
め
て
独
特
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。
つ
い
最

近
知
っ
た
千
總
は
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
次
の

上
洛
の
折
に
は
是
非
寄
っ
て
み
た
い
。
今
月
も
両

市
の
歴
史
的
な
長
寿
企
業
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を

お
願
い
し
た
ド
ロ
テ
ウ
ム
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
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杉
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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新型コロナウイルス感染状況
４月１日 08:00 ウィーン市発表

ウィーン感染確認 1456 人
死者 29 人　回復 67 人

４月１日 08:00 保健省発表
オーストリア感染確認 1 万 192 人

ウィーン 1418 人
４月１日 10:00 保健省発表
オーストリア死者 146 人

入院 1071 人（ウィーン 195 人）
集中治療 215 人（ウィーン 30 人）
保健省ダッシュボード１日 12:00
オーストリア感染確認 1 万 387 人

男性 51％　女性 49％
ウィーン感染確認 1461 人

ウィーン住民 10 万人当り 77 人

ウィーン旧市街グラーベンの歩行者ゾーンを巡回するパトカー


